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EstimationofPopulationDensityofPMyJe"C""spe"erm"sCoBB
andCarrotDamagebytheDensitiesofNecroticLesionsonPrimary

RootsofEdibleBurdock(Ay･C"Z""J""L.).
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SummarV
″

TherelationshipbetweenpopulationdensityofP7Wyle"cﾉZzJspe"eかα"sandnecroticlesionsonyoung
edibleburdockwasexaminedbyapotexperiment. Fourcultivarsofedibleburdock,Takinogawa,Tegaru,
Yanagawariso,andWatanabewaseweregrowninsquareconcretecubicpots(50x50x50cm) filledwith
sterilizedsoilinfestedwithOto137(average16.2)P.pe"eかα"sper20gsoil. 'Ihreeweeksaftersowing,roots
ofedibleburdockwereharvested,washedandobservedcarefully.
Necroticlesionsappearedonrootsofedibleburdockandnumbersoflesionsperlcmprimaryrootwere

correlatedwithpopulationdensitiesofthenematodeinsoilassayedbybothBaermannfunneltechniqueand
double-layercentrifugalHotationmethod.Theseresultssuggestthatnecroticlesionsonedibleburdockroots
provideadequateestimationofnematodedensity.
Aftertheharvestedibleburdock,carrotsweregrownforfourlnonthsanddamagedtaprootswere

examined. Fewnumbersofbranchedandshortenedtaprootswereobservedandnocorrelationwasobserved
betweenthesesymptomsandnematodedensitiesatthetimeofcarrotplanting. Inthepresentexperiment,this
nematodecausedsmallhorizontalscratchesandverticalcracksonsulfaceoftaproots,andamountsofthese
scratcheswerecolTelatedwithnematodedensities． ′IYlesedamageswerealsocoITelatedwithnecroticspotson
edibleburdockgrownbefOrecal･rot.Amountsofnecroticspotsonedibleburdockwereconsideredauseful
indexfOrroughpredictionofP.pe"eかα"sdensitiesanddamagesofcarrotcausedbythisnematode.
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に品種間差が考えられ，滝野川を用いた方が線虫数
の変化をより鋭敏に検出できる可能性がある． しか
し，滝野川と線虫数の回帰式の決定係数は4品種の
中では低めの0.511 （ベルマン法）であり，線虫数
を推定するには，決定係数の高かったてがるや渡辺
早生の方が適していると考えられる．
決定係数が最も高かったてがるの回帰式を用い

て，主な作物の被害許容水準（初期密度） ｛3‘7)をえ
死斑数に換算すると， ダイコンでは2.6個/cm,ニ
ンジンでは2.5個/cmとなった．
実際にゴボウ後に栽培したニンジンの被害症状は
ゴボウ幼苗に現れたえ死斑数と有意な正の相関があ
り，線虫の初期密度を調べるかわりにゴボウえ死斑
による検診を行うことで，後作の被害程度の予測が
可能であることが示された．
ニンジン表皮の発症程度は2以上になると外観形

質の劣化が目立つ上､流通過程での腐敗も発生しや
すくなるため商品価値が失われる．換言すれば，商

品価値があるのは発症程度が1以下のものに限られ，
圃場の平均では被害度指数を20未満に抑えることが
重要となる. Fig.6から， ゴボウのえ死斑が2個
/cm以上観察された|耐|場でニンジンを栽培すると，
ニンジンの被害指数が20以上になる確率が高まり，
5個/cmを超えるとほぼ確実に被害が発生すること
がわかる．被害許容水準をてがるのえ死斑に換算し
た値（約2.511i!il/cm)はこの範|〃|に入っており，精
度は低いものの，ゴボウのえ死斑数が線虫密度の代
替として利用可能であることが判明した．
ニンジンの被害症状には，本試験でみられた表皮

の小裂の他, '|皮根と寸づまりがよく知られているが，
これらの症状は高密度条件下で発生するため(“帥，
本試験の条件下ではほとんど観察されなかった． し
かし，低密度で発生する表皮の症状と相関がみられ
たゴボウのえ死斑は， より高密度で発生するll皮根・
寸づまり症状の発生予測にも有効であると考えられ
る．

V摘要

土壌中のキタネグサレセンチュウ密度の簡易推定
法を検討するために､ ゴボウによる植物検診を試み
た．播種3週間後のゴボウ苗のえ死斑数（主根1
CIn当たりのえ死斑数）は，ベルマン法または二層
遠心浮遊法により調査したキタネグサレセンチュウ
数の対数変換値と有意な直線関係があった． また，
ゴボウのえ死斑数は後作のニンジンの被害症状の程

度と有意な正の相関がみられた． え死斑数と線虫密
度・ニンジンの被害症状との関係には大きなばらつ
きがみられるため，精度の高い推定値とはならない
が， ゴボウのえ死斑の有無でキタネグサレセンチュ
ウの発生程度と被害の程度を推定することができ
る． 4品種供試したゴボウのうち，てがると渡辺早
生の2品種が植物検診に適していた．
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